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（１）財団法人店舗システム協会とは 本財団は、経済産業省の公益法人として店舗システムの研究及び開発
並びにその成果の普及を通じて商業機能の効率化を図り、もって流通の
高度化と人間性豊かな都市環境の確保に貢献することを目的として諸活
動を行なっております。（1975年設立、経済産業省所管）

（２）TOKYO URBAN LIFE2007を
（財）店舗システム協会が開催する主旨 生活者一人ひとりの願いである「自分らしい暮らし方」をどう手に入れる

か。そんな期待に産業界がどう応え、提案していくか。
そこで、生活者（暮らし手）、それをサポートするプロ集団、欲しいモノを
作り出す企業が一堂に集い、さまざまな催しによる情報交換を通じて市
場を活性化させていこうというB to C指向のｲﾍﾞﾝﾄで、都内１０のエリア
を中心に、数々の集い･交流会を展開し、供給側の理論最優先でまわっ
ていた流れを、使う側の視点へと発想の転換を促がします。

TOKYO URBAN LIFE2007の開催は、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ全般の需要喚起がねらいです

暮らし方産業の創出

（財）店舗システム協会は、長年のJAPAN SHOPショーの開催（日本経済新聞社と
共催）などの経験から店舗や顧客が起点になれる産業のあり方を提唱しております。

（３）テーマ設定 アーバンライフ 新･暮らし方

一人ひとりが望む自分らしい暮らし方、自分らしいﾗｲﾌｽﾀｲﾙを満足させ
る住まいの在り方と多様な提案が必要です。
○○LDK重視発想から住む人のライフスタイル、ライフシーンの充実を
目指すことを目的とします。
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（６）TOKYO URBAN LIFEの過去の実績 別紙参照

・TOKYO URBAN LIFE2005来場者数／アンケート結果
・TOKYO URBAN LIFE2006来場者数／アンケート結果

（４）集客対象 TOKYO URBAN LIFE2007では、従来の発想での集客対象としてはと
らえておりません。
ライフスタイルアソートですので、年齢別、男女別ではなくそれぞれの関
心事に基づく中から、最適な人々を対象にしたいとしておりますが、しい
て言えば30代前後、40～50代、60才～ などライフスタイル別テーマの
観点から大きなクラスターで捉えております。
（第一次住宅取得層、本格的終生の住まい、定年後のﾗｲﾌｽﾀｲﾙ対応
etc.）

（５）集客目標動員数と方法 TOKYO URBAN LIFE2006を上回る10万人の動員計画――
11/3～11/16期間中と前後の他社主催のフォーラムとも連帯し、目標
をクリアする作戦でおります。
●集客方法
①産経新聞にて事前記事や公告の掲載
②専門サイト tokyo-urbanlife.com ﾌﾞﾛｸﾞｻｲﾄ info-station.net
③動員チラシ 20万枚
④別広告料金ワクで
産経側がTOKYO URBAN LIFE2007新聞（ﾀﾌﾞﾛｲﾄﾞ版８P 
予定）を作成し、対象エリアに無料配布

⑤IT活用の名刺カード10万枚を協賛店舗に設置の依頼をし、
お客様に手渡してもらい、アンケート及びクイズ抽選に活用



Copyright © 2007 Shop System Study Society All Rights Reserved

3

（８）協賛金

（７）協賛について 日々の暮らし方を豊かにする基本の住と食と衣をはじめとして、住宅
メーカ～住設備機器～ｲﾝﾃﾘｱ･家具･家電･雑貨さらには不動産や金融
などの企業から、新業態の小売業を含めて、８０～１００社の協賛を目標
にしています。（そのうち住宅メーカは3～4社を想定）

（９）実施概要

（１０）協賛申込方法と締切り

（１１）その他

別紙申込用紙に所定事項をご記入の上、運営事務局宛ご提出下さい。
最終締切りは8月20日

別紙参照

特別にご希望やご相談がございましたらお早めにご連絡下さい。
全体運営上で可能な限り前向きに検討します。
（例えば、セミナー講師の希望とか、アンケート内容の希望など）

別紙参照
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2007.07.01現在

TOKYO URBAN LIFE2007開催（11/3～11/16 2週間）情報

TOKYO URBAN LIFE2007は10のエリア（六本木 青山 銀座 日本橋 新宿 大手

町 代官山 渋谷 恵比寿 中目黒）を中心に各エリアの独自性を踏まえつつ開催準
備を進めておりますが、
今回は六本木エリアと青山エリアをメインのシンボル会場とすべく調整しております。

● 注目の東京ミッドタウンでは、11/9,10の2日間にわたって、セミナーを生活者
視点に立ったテーマで（8枠のセミナー）開催します。

● 表参道ヒルズでは、SPACE［O:］にて11/13（火）プレゼンテーション
展示及び交流パーティ（夕刻）を盛大に開催します。

六本木エリア

青山エリア

この他には、ウイメンズプラザホール、渋谷電力館、NHK青山荘、銀座テプコなど、TOKYO URBAN LIFE2007実行
委員会が主催･共催するセミナーが30件以上に加え、協賛店舗やｼｮｰﾙｰﾑでの自主イベントが活況で7／1現在で約
20ヶ所が内定しつつあり、昨年を上回る規模での開催が確実視されます。

TOKYO URBAN LIFE2007実行委員会

運営事務局財団法人店舗システム協会

VOL.1.0

昨年の6エリアで開催のセミナー、フォーラムの動員参加者は5,237名

昨年の展示･交流会（青山スパイラル）の参加者は3,272名

Press Release

カンファレンスROOM7

定員150名

２０８㎡ 天井高6m

約550㎡、天井高5.6m




